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腕神経叢麻簿4jlj，非進行性の motorneuron disease 
の1例の計6jlJであり，手術時年齢は9～40才，平均
25才，術後経過観察期間Lt4～17ヵ月である
























峰靭帯10片である 方法は， Gaims の塩化金染色変
法を用いて，光顕下で観察した．
前十字靭帯および疎上練間靭帯にはPacinianco中us-
cle, Ru伍nireceptor, Golgi tendon organ like receptorの
3種類の mechano町田ptorと知覚の receptorである
free nerve endingが存在することを確認し，烏口肩峰






































































































































































































































































































り，生存~］ 5 例ではL 、ずれも拡張期血流は保たれてい
た．
【結論】 TCDは ICPの充進例と非允進例との鑑別







































す 我々は，カテコーノレアミ ン誘導体である 4・
























































































































てroughER, free ribosome及び核の euchromatinに陽
性構造を有している．以上の結果は， bFGFが少なく
とも二つの異なる経路で細胞内輸送され，しかもその
標的細胞，機能も多様であることを物語っている．
